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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
学
友
会
の
先
生
方
に
は

良
い
新
春
を
迎
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
お
り

ま
す
11
月
９
日
、
全
世
界
に
衝
撃

が
走
り
ま
し
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ

氏
が
当
選
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
も
す
べ
て
の

新
聞
、
Ｔ
Ｖ
は
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の

優
勢
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
や
調
査
は
な
ん

と
信
用
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
人
の
心
の
奥
底
は
誰
も
み
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
か
ら
始

ま
っ
て
長
く
ア
メ
リ
カ
の
表
舞

台
に
立
ち
続
け
た
ク
リ
ン
ト
ン

氏
に
対
し
て
、
多
く
の
国
民
は
新

し
い
風
を
期
待
し
た
の
で
し
ょ

う
。
ど
の
分
野
で
も
余
り
長
く
居

続
け
る
こ
と
は
考
え
る
べ
き
だ

と
自
戒
を
込
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
０
４
５
年
、
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
人
間
の
知
能

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
Ａ
Ｉ
が
如
何
に
発
達
し

て
も
人
間
の
心
の
奥
底
を
読
む

こ
と
は
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
Ａ

Ｉ
が
如
何
に
進
ん
で
も
や
は
り

医
者
は
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
パ
ソ
コ
ン
画
像
だ

け
を
み
て
、
検
査
や
画
像
か
ら
、

き
ま
っ
た
薬
を
出
す
医
者
で
は

な
く
、
病
人
と
相
対
し
て
全
体

的
に
み
て
、
そ
の
人
の
心
の
中

ま
で
み
る
こ
と
の
で
き
る
医
者

で
す
。

　

こ
こ
で
少
し
若
い
会
員
諸
兄

に
一
言
。
現
在
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
最

も
視
聴
率
の
高
い
の
は
〝Doctor 

X

〞
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

学
組
織
の
中
で
、
上
司
の
顔
色

を
う
か
が
い
言
わ
れ
た
通
り
に

す
る
医
師
た
ち
と
対
照
的
に
、

主
人
公
の
女
医
は
全
く
組
織
に

群
れ
ず
勝
手
に
自
分
の
主
義
を

貫
き
ま
す
。
そ
れ
は
突
出
し
た

実
力
が
あ
る
か
ら
出
来
る
こ
と

で
す
。
私
の
若
い
頃
、「
白
い
巨

塔
」
は
阪
大
に
も
厳
然
と
し
て

存
在
し
ま
し
た
。
し
か
し
私
の

恩
師
、
山
村
雄
一
先
生
は
私
に

「
好
き
な
様
に
や
れ
。
上
（
の
奴
）

は
蹴
散
ら
か
し
て
も
、
下
（
の

者
）
は
大
事
に
せ
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
第
三
内
科
か
ら

外
国
へ
、
そ
し
て
免
疫
学
の
研

究
者
と
し
て
20
年
間
好
き
な
よ

う
に
生
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
為
に
は
努
力
し
て
突
出
し
た

実
力
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

阪
大
の
組
織
に
若
し
今
で
も
ま

だ
残
る
古
い
も
の
が
あ
る
な
ら
、

若
い
人
達
が
そ
れ
を
打
ち
破
り

新
し
い
風
を
呼
び
込
み
世
界
に

肩
を
並
べ
る
大
阪
大
学
へ
と
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ

新
し
い
年
に
風
は
吹
く
か

理
事
長

岸 

本  

忠 

三

　瀬戸内しまなみ海道から少し離れたところに私の故郷があります。昔は潮風をう
けて豊かに実るみかん畑でしたが、今は濃い緑の樹木が生い茂っています。子供の
ころ、よく魚釣りして遊んだ海岸に昇る太陽とキラキラと光る穏やかな海は、昔の
ままの風情です。日の出どきの鮮明なコントラストと刻々と変化する光は、自然の
絶妙な営みを感じさせてくれますが、それを表現するのは至難の業です。
　 花田正人　（昭 43）
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第28回シンポジウム

地域医療の課題とその対策
　

平
成
28
年
度
の
医
学
振
興
銀
杏

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10

月
14
日
（
金
）
銀
杏
会
館
の
阪
急
・

三
和
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
各

関
連
病
院
代
表
と
い
っ
た
方
々
が

多
数
参
加
さ
れ
た
。

　

定
刻
に
開
会
。
早
石
雅
宥
副
理

事
長
（
昭
42
）
の
司
会
で
岸
本
忠

三
理
事
長
（
昭
39
）
が
開
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
澤
芳
樹
医
学
系
研
究

科
長
（
昭
55
）
が
挨
拶
、
野
口
眞

三
郎
病
院
長
（
昭
55
）
が
阪
大
病

院
の
現
状
を
報
告
し
た
。続
い
て
、

こ
の
１
年
間
に
医
学
部
に
就
任
し

た
う
ち
３
人
の
新
教
授
、
長
澤
丘

司
先
生
（
昭
62
・
名
大
医
）、
池

田
学
先
生
（
昭
63
）、
岡
田
随
象

先
生
（
平
17
・
東
大
医
）
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
現
在
最
も
関
心
の
深

い｢

新
専
門
医
制
度-

専
門
医
の

仕
組
み
改
革
の
目
指
す
も
の｣

を

テ
ー
マ
に
、
荻
原
俊
男
副
理
事
長

（
昭
43
、
森
ノ
宮
医
療
大
学　

学

長
、阪
大
名
誉
教
授
）を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
千
田
彰
一
先

生
（
昭
49
・
和
医
大
、
香
川
大
学

名
誉
教
授
・
徳
島
文
理
大
学　

副

学
長
）
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
。そ
の
後
、コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
、
和
佐
勝
史
先
生
（
昭

56
、
阪
大
教
授　

医
学
科
教
育
セ

ン
タ
ー
）、坂
田
泰
史
先
生（
平
５
、

阪
大
教
授　

循
環
器
内
科
学
）、

楽
木
宏
実
先
生
（
昭
59
、
阪
大
教

授　

老
年
・
総
合
内
科
学
）
に
よ

る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び

参
加
者
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

◇

　

千
田
先
生
の
基
調
講
演
要
旨

は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

専
門
医
の
仕
組
み
改
革
の
必
要

性
は
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
厚
労
省
「
専
門
医
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
を
受
け

て
「
日
本
専
門
医
機
構
」
が

２
０
１
４
年
５
月
に
設
立
さ
れ
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ト
ノ

ミ
ー
を
掲
げ
て
学
会
等
と
の
協
議

に
よ
る
新
た
な
仕
組
み
作
り
が
始

ま
っ
た
。
患
者
の
視
点
に
立
っ
た

専
門
医
の
質
の
標
準
化
と
一
層
の

向
上
、
専
門
医
の
認
定
・
更
新
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
化
を
骨
子
と
し
、

２
０
１
５
年
春
医
学
科
卒
業
生
を

主
対
象
と
す
る
新
専
門
研
修
方
式

に
よ
る
研
修
開
始
を
目
指
し
た
。

整
備
指
針
に
基
づ
き
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
の
導
入
、
診
療
実
績
の

重
視
、地
域
医
療
経
験
の
必
須
化
、

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
涵
養
の
奨

励
、
共
通
お
よ
び
専
門
講
習
受
講

な
ど
新
基
準
に
よ
る
更
新
等
の
整

備
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
大
き

な
仕
組
み
改
革
は
全
て
の
診
療
領

域
、
診
療
形
態
の
医
師
を
満
足
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
医
師

会
や
諸
病
院
団
体
な
ど
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
や
、
地
域
偏
在
を
よ

り
増
強
さ
せ
か
ね
な
い
と
の
不
安

が
指
摘
さ
れ
て
、
当
初
計
画
に
よ

る
専
攻
医
募
集
は
立
ち
止
ま
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
専
門
医

の
仕
組
み
に
お
け
る
大
凡
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
構
築
で
き
た

と
思
わ
れ
、
医
師
育
成
と
医
療
提

供
体
制
改
革
を
医
師
自
ら
の
手
で

進
め
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
過

ち
と
な
ら
ぬ
よ
う
推
進
す
る
こ
と

を
提
言
し
た
。　

◇

　

基
調
講
演
な
ら
び
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び
参
加
者

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
は
、

本
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
方
に

本
号
と
同
封
し
て
い
る｢

学
友
会

会
誌｣

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご

高
覧
下
さ
い
。早

石
雅
宥
（
昭
42
）

講演　千田彰一先生

楽木宏実先生
コメンテーター

坂田泰史先生
コメンテーター

荻原俊男先生
コーディネーター

和佐勝史先生
コメンテーター
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＜平成28年度　秋　叙勲と受賞＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受賞日順）
旭日双光章　　　　　　　　下地常之先生（昭38）
第11回柿内三郎記念賞　　　菊池　章先生（昭57・神戸大医）
大阪科学賞　　　　　　　　竹田　潔先生（平4）
日本医師会会長特別表彰者　北村惣一郎先生（昭40）
日本医師会医学賞　　　　　澤　芳樹先生（昭55）
ベルツ賞　　　　　　　　　竹田　潔先生（平4）

＜寄附御礼＞
平成28年8月5日から平成28年12月14日までに300,000円のご寄附を頂き、
誠にありがとうございました。公益社団法人への移行に伴い、平成23年
4月1日より当会へのご寄附は個人・法人とも税金控除の対象となりま
す。詳細に関しては、当会事務局までお問い合わせください。

髙橋　光雄先生（阪大医　昭36）より50,000円をご寄附頂きました
山本　　勇先生（阪大医　昭63）より50,000円をご寄附頂きました
五十嵐　敢先生（阪大医　昭42）、ならびに他２名の会員様より金一封
をご寄附頂きました
会員様より、100,000円のご寄附を１件頂きました
　詳細に関しては、当会事務局までお問い合わせください。

2 年間を振り返って
　あけましておめでとうございます。昨年も、世界を震撼させる出来事やニュースが多く、地球
規模の社会や経済上の難題がマグマのように噴出し始め、各国の政治も不安定な中、今後さらに
制御不能な世界情勢が予測されます。日本人が、資源が乏しい中で勤勉誠実な民族性で、これま
での経済発展をもたらしてきたことは、世界の周知であります。しかし一方で、日本の今後の世
界の立ち位置を考えた場合、大学の役割は、改めて重要になっていくことが予想されます。すな
わち、これからも日本の知の原動力としての大学への期待は大きく、なかんずく、日本の医療や
医学の将来を考えた場合、大阪大学医学部の使命をあらためて考える必要があると痛感しており
ます。
　早いもので医学部長に就任し、２年近くが経過しました。学友会の先生方のご支援により、今
まで大過なく過ごさせていただきましたが、この 2年間を締めくくるべく、これまでの医学系研
究科の活動をまとめて、ここに報告させていただきます。
　「Challenging, Sustainable そしてTough」な大阪大学医学部というミッションのもとに、研究
科長を務めさせていただき、先生方のご支援の下、種々の知識と経験をいただきましたことを心
より御礼申しあげます。特に、基礎医学のさらなる発展の議論の元にMD基礎研究者育成や
MD基礎特任助教制度、学部教育の国際化や修士課程の改革など、またBioinformatics などの基
礎と臨床との共通領域の包括的組織である Initiative の構築、教授不在講座の課題解決や渉外委
員会の活発化など、研究基盤 /人材育成 /人事等のあり方を将来計画委員会や教授懇談会で熟議
し可能な限りスピード感をもって実行させていただきました。
　しかし、運営費交付金の漸減を含めた大阪大学の根本的な難局に直面する、いまも未来永劫に
重要な医学部の使命は、世界に誇る医学研究のさらなる発展、未来志向の臨床研究基盤整備とそ
れを受け継ぎ世界で活躍する次世代医学者 /医師の育成、社会貢献 /国際貢献への展開でありま
す。従いまして今後も医学研究の発展のための議論を重ねながら、未来を担うMD基礎研究者
の育成とその支援や場の提供、リーデイング大学院から卓越大学院等につながるグローバル医療
人育成が重要と認識します。
　２年間を振り返って現執行部が行わせていただいてきた業務の一部を紹介させていただきまし
たが、「先見・合理・行動・人和」をモットーに、チーム阪大医学部のさらなる発展を目指して、
今後もみんなで仲良く「和気満堂」で運営されていくことを願っております。学友会の先生方に
は、今後ともご指導ご支援のほどよろしくお願いいたします。

医学部長通信 第７回 澤　芳樹（昭 55） 

次期役員
選挙に
ついて

次
期
役
員
候
補
と
な
っ
た
会
員
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
封
別
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。
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次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
実
用

化
に
よ
り
、RNA

が
多
様
な
化

学
修
飾
を
受
け
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
中

で
も
、
タ
ン
パ
ク
質
情
報
を
コ
ー

ド
す
るmRNA

に
最
も
高
頻
度

に
生
じ
て
い
る
の
が
メ
チ
ル
化
で

あ
る
。DNA

に
お
け
る
メ
チ
ル

化
は
主
に
シ
ト
シ
ン
に
生
じ
、
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
制
御
因
子

と
し
て
長
く
研
究
さ
れ
て
き
た

が
、RNA

に
お
け
る
メ
チ
ル
化

は
主
に
ア
デ
ノ
シ
ン
に
生
じ
る
。

最
も
多
い
の
が
ア
デ
ノ
シ
ン
の

N6

位
に
メ
チ
ル
基
が
付
加
さ
れ

る
も
の
（m

6A

）
で
、
約25%

の

mRNA

が
こ
の
修
飾
を
受
け
て

い
る
（
図
）。
私
達
の
体
内
に
は
、

メ
チ
ル
化
酵
素
に
加
え
、
脱
メ
チ

ル
化
酵
素
や
メ
チ
ル
化RNA

を

認
識
す
る
リ
ー
ダ
ー
（reader

）

タ
ン
パ
ク
質
も
存
在
し
て
お
り
、

メ
チ
ル
化
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
制

御
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
解
析

手
法
が
開
発
途
上
に
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
発
生
や
分
化
に
伴
っ
て
ど

の
程
度
変
動
す
る
の
か
、
組
織
間

の
差
異
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
な

ど
は
っ
き
り
と
し
た
結
論
が
出
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

m
6A

は
、
ス
ト
ッ
プ
コ
ド
ン

周
辺
に
最
も
多
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
翻
訳
やmRNA

の
安

定
性
を
制
御
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
ス
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
、
細
胞
内
輸
送
な
ど
様
々

な
機
能
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
生
理
的
意

義
の
解
析
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
メ
チ
ル
化
酵
素
の
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
は
胎
生
致
死
を

呈
す
る
こ
と
か
ら
、
私
達
の
生
存

に
必
要
不
可
欠
な
化
学
修
飾
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
細
胞
分
化
、
概

日
リ
ズ
ム
形
成
な
ど
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
遺
伝
子
改
変
動
物
の
開
発

が
進
め
ば
、
よ
り
詳
細
な
役
割
が

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

疾
患
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
す

で
に
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。

子
宮
体
ガ
ン
で
は
、
メ
チ
ル
化
酵

素
遺
伝
子
の
体
細
胞
変
異
が
見
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
変
異
は
メ
チ

ル
化
活
性
を
減
弱
さ
せ
る
。
脱
メ

チ
ル
化
酵
素
遺
伝
子
に
認
め
ら
れ

る
一
塩
基
多
型
は
肥
満
と
強
い
相

関
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
特
定
の
一

塩
基
変
異
は
先
天
的
な
発
達
異
常

の
原
因
と
も
な
る
。
自
己
免
疫
疾

患
、
神
経
変
性
疾
患
、
多
種
多
様

な
ガ
ン
と
の
関
連
も
示
唆
さ
れ
て

お
り
、
今
後
そ
の
病
理
的
意
義
の

解
明
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

m
6A

は
、
そ
の
規
模
、
保
存
性

な
ど
考
慮
し
て
も
、microRNA

と
同
じ
く
ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
予
想
で
き
る
。
し
か
し
、

あ
る
特
定
の
メ
チ
ル
化
部
位
に
着

目
し
た
研
究
は
解
析
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
総

論
的
な
研
究
が
多
く
、
医
学
・
医

療
の
各
分
野
へ
と
、
よ
り
一
層
広

範
な
領
域
に
研
究
が
広
が
っ
て
い

く
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
簡
便
な

解
析
手
法
の
開
発
が
今
後
の
展
開

の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

神
経
遺
伝
子
学

　

河
原
行
郎
（
平
７
・
東
大
医
）

RNAのメチル化と疾患
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阪
大
病
院
が
現
地
に
新
築
移
転

し
て
24
年
経
っ
た
。
開
院
当
時
新

病
院
に
勤
務
し
た
時
に
は
私
は
こ

こ
は
「
希
少
疾
患
を
研
究
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
診
る
た
め
の
施
設

と
シ
ス
テ
ム
」
だ
と
感
じ
た
。
こ

の
間
、
国
立
大
学
の
独
法
化
、
大

学
院
大
学
化
、
初
期
臨
床
研
修
の

義
務
化
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制

度
、医
療
安
全
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

専
門
医
制
度
の
確
立
と
若
手
医
師

の
専
門
医
指
向
、
が
ん
診
療
、
救

急
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
の
拠

点
病
院
化
、
な
ど
医
療
環
境
と
附

属
病
院
の
立
ち
位
置
は
激
変
し

た
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
病
院

は
多
額
の
投
資
を
行
い
様
々
な
改

修
を
続
け
た
。
病
院
機
能
向
上
の

た
め
に
医
師
数
は
常
勤
ポ
ス
ト
減

少
の
中
で
全
体
で
は
1.5
倍
、
看
護

師
数
は
2
倍
、
薬
剤
師
、
臨
床
検

査
技
師
、ME
な
ど
の
医
療
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
数
も
2
倍
に
な
っ

た
が
総
面
積
は
変
わ
ら
な
い
。
ス

タ
ッ
フ
エ
リ
ア
の
狭
矮
感
が
極
め

て
強
い
。

概
算
請
求
を
行
い
、
２
０
４
０
年

度
（
築
48
年
）
ま
で
か
け
て
順
次

現
地
で
建
て
替
え
て
行
く
計
画
を

立
て
て
い
る
。
各
診
療
科
に
将
来

構
想
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が

全
て
非
常
に
前
向
き
な
将
来
像
を

描
い
て
お
ら
れ
、
国
立
大
学
の
枠

の
中
に
入
り
き
ら
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
い
っ
そ
「
阪
大
病
院
」
と

い
う
名
の
民
間
病
院
を
作
る
方
が

話
は
早
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、

高
度
急
性
期
医
療
を
担
う
臨
床
研

究
中
核
病
院
、
と
い
う
立
ち
位
置

の
た
め
に
は
そ
う
い
う
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
幸
い
各
分
野
と
も
に

高
度
医
療
と
研
究
の
実
践
を
求
め

て
経
済
的
条
件
が
悪
い
中
で
も
素

晴
ら
し
い
人
材
が
集
ま
り
、
患
者

が
集
ま
り
、
そ
の
中
で
研
究
が
よ

り
発
展
す
る
、
と
い
う
好
循
環
が

生
ま
れ
て
い
る
が
、
将
来
も
今
の

医
師
の
待
遇
で
こ
の
好
循
環
を
維

持
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
阪

大
病
院
の
将
来
を
日
本
の
国
立
大

学
附
属
病
院
の
枠
を
超
え
た
ス

ケ
ー
ル
と
内
容
に
す
る
た
め
に
は

何
よ
り
資
金
で
あ
る
。
借
金
を
な

る
べ
く
少
な
く
身
軽
な
形
で
病
院

再
開
発
に
取
り
掛
か
る
た
め
の
基

金
を
準
備
す
る
時
期
だ
と
考
え

る
。

木
村
　
正
（
昭
60
）

ば
な
ら
な
い
。
必
要
資
金
約

７
０
０
億
を
普
通
の
企
業
な
ら
投

資
、
預
金
な
ど
で
長
期
計
画
的
に

蓄
財
し
、
ま
た
で
き
る
だ
け
低
金

利
で
有
利
な
条
件
で
融
資
を
受
け

る
が
、
融
資
元
と
金
利
・
返
済
期

間
は
決
め
ら
れ
、
蓄
財
も
自
由
に

で
き
な
い
。
医
学
部
学
舎
の
償
還

期
間
は
50
年
で
あ
り
、
同
時
に
他

所
（
例
え
ば
中
之
島
）
に
移
転
す

る
な
ら
ば
相
当
額
の
「
違
約
金
」

支
払
い
を
求
め
ら
れ
、
と
て
も
返

済
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
が
ん

じ
が
ら
め
の
制
約
の
中
で
「
次
の

50
年
」
を
見
据
え
た
再
開
発
計
画

を
今
か
ら
作
り
、
２
０
１
９
年
度

　

国
立
大
学
病
院
は
償
還（
寿
命
）

が
39
年
と
設
定
さ
れ
、
そ
の
建
て

替
え
に
は
基
準
面
積
（
全
大
学
共

通
の
基
準
で
計
算
さ
れ
る
）
に
対

し
て
は
10
％
の
国
家
予
算
が
つ
く

が
、
90
％
は
自
己
資
金
で
賄
わ
ね

阪
大
病
院
の
将
来

言

提

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

自
治
体
病
院

　

総
人
口
に
対
し
て
65
歳
以
上
の

人
口
が
21
％
を
超
え
た
社
会
を
超

高
齢
社
会
と
呼
ぶ
。
日
本
は

２
０
０
７
年
よ
り
超
高
齢
社
会
に

突
入
し
て
お
り
、
こ
の
比
率
は
今

後
ま
す
ま
す
上
昇
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

厚
労
省
は
、
団
塊
の
世
代

（
８
０
０
万
人
）
が
75
歳
以
上
と

ス
テ
ム
）
の
構
築
を
推
進
し
て
い

る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
自
治
体
が

自
主
的
に
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
医
療
行
政
と
の

院
山
口
昇
院
長
は
、
訪
問
看
護
や

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
等
の
在
宅
ケ
ア
に

よ
る
寝
た
き
り
ゼ
ロ
作
戦
を
展
開

し
、町
の
行
政
部
門
で
あ
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
部
門
を
病
院
内
に
移

な
る
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
、
高

齢
者
が
〝
住
み
慣
れ
た
地
域
〞
で

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
同
シ

結
び
つ
き
の
強
い
自
治
体
病
院
の

同
シ
ス
テ
ム
内
で
の
役
割
と
方
向

性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
だ
地
域
包
括
ケ
ア
と
い
う
概

念
の
な
か
っ
た
１
９
７
０
年
代

に
、
広
島
県
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病

転
し
て
一
体
化
す
る
な
ど
、
今
の

同
シ
ス
テ
ム
の
原
型
を
築
き
上
げ

た
。
時
代
を
先
取
り
す
る
発
想
と

そ
れ
を
実
践
す
る
行
動
力
は
、
ま

さ
に
天
才
的
で
驚
嘆
に
値
す
る
。

　

地
方
特
に
過
疎
地
で
は
、
他
に

同
シ
ス
テ
ム
を
請
け
負
う
施
設
が

な
い
こ
と
も
あ
り
、
み
つ
ぎ
総
合

病
院
の
よ
う
に
自
治
体
病
院
が
公

的
複
合
体
を
構
築
し
、
そ
の
役
を

担
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。一
方
、

人
口
の
密
集
す
る
大
阪
府
の
よ
う

な
都
会
と
な
る
と
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
民
間
病
院
主
体
の
保
健
・
医

療
・
福
祉
複
合
体
（
民
的
複
合
体
）

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
圧
倒

的
に
多
く
、
自
治
体
病
院
の
大
部

分
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
中
の
一
コ

マ
と
し
て
、
急
性
期
医
療
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
公
民
の

病
院
が
混
在
す
る
地
域
で
は
、
公

民
間
の
適
正
な
役
割
分
担
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
民
間

病
院
の
多
い
大
阪
の
よ
う
な
地
域

で
は
、〝
民
間
で
で
き
る
こ
と
は

民
間
〞
で
、
が
大
原
則
で
、
自
治

体
病
院
が
、
新
た
な
公
的
複
合
体

を
構
築
す
る
と
い
っ
た
選
択
枝
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
自
治
体
病
院
の

多
く
は
、
総
務
省
の
公
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
の
下
で
、
そ
れ
ま
で
長

年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
垢

を
落
と
す
こ
と（
赤
字
の
解
消
化
）

に
邁
進
し
て
き
て
一
定
の
成
果
を

得
た
。
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

で
は
、
同
シ
ス
テ
ム
内
で
の
役
割

を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
在
宅

医
療
や
緊
急
時
の
後
方
病
床
の
確

保
や
、
医
療
従
事
者
の
育
成
・
教

育
、
さ
ら
に
は
地
域
の
医
療
全
体

の
底
上
げ
、
な
ど
、
自
治
体
病
院

の
原
点
に
帰
れ
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
？

　

次
回
は
大
手
前
病
院
院
長　

大
口
善
郎
先
生
（
昭
48
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

八
尾
市
立
病
院
総
長

佐
々
木
洋
（
昭
51
）

…その 147
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療
紹

介

診

科

循
環
器
内
科

　

循
環
器
内
科
学
教
室
は

２
０
０
５
年
の
ナ
ン
バ
ー
内
科
か

ら
臓
器
別
講
座
へ
の
内
科
系
科
再

編
に
伴
い
、
旧
第
一
内
科
心
臓
研

究
室
、
旧
第
二
内
科
循
環
脂
質
研

究
室
、
旧
第
三
内
科
循
環
器
研
究

室
を
統
合
す
る
形
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
同
窓
会

員
数
は
６
６
５
名
に
及
び
、
35
の

関
連
病
院
（
大
阪
循
環
器
部
会

OCVC: Osaka Cardiovascular 
Conference

）
を
始
め
、
様
々
な

施
設
で
循
環
器
診
療
・
教
育
・
研

究
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
初
代

教
授
堀
正
二
先
生
、
第
二
代
教

授
小
室
一
成
先
生
に
続
き
、

２
０
１
３
年
12
月
よ
り
小
生
が
第

三
代
循
環
器
内
科
学
教
授
と
し
て

教
室
を
主
宰
し
て
お
り
ま
す
。
就

任
当
初
か
ら
当
研
究
室
の
目
標
と

し
て
「
大
阪
発
の
新
し
い
医
療
を

世
界
の
患
者
さ
ん
に
届
け
る
」
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
遠
い
道
の
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
循

環
器
内
科
は
東
9
階
病
棟
50
床

（
う
ちCCU
が
6
床
）
を
中
心

に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
循
環
器
疾
患
最
後
の
砦
と

し
て
の
矜
持
を
持
っ
て
、
専
門
領

域
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
一

つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
診
療
に
取
り

組
み
、
そ
の
上
で
心
不
全
、
血
管

治
療
、
不
整
脈
、SHD

（
構
造

的
心
疾
患
）、
成
人
先
天
性
心
疾

患
の
5
つ
の
専
門
性
を
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ン
バ
ー
が
高
め
る
べ
く
研
鑽

を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
心
不
全
に

つ
い
て
は
心
臓
移
植
施
設
で
も
あ

り
、
全
国
か
ら
重
症
患
者
を
紹
介

頂
い
て
い
ま
す
。
丁
寧
な
問
診
や

診
察
、
検
査
に
よ
り
特
異
的
な
治

療
が
存
在
す
る
二
次
性
心
筋
症
の

鑑
別
診
断
を
行
い
、
急
性
期
お
よ

び
慢
性
期
の
治
療
最
適
化
に
取
り

組
み
、
最
重
症
症
例
に
つ
い
て
は

補
助
人
工
心
臓
や
心
臓
移
植
な
ど

の
高
度
医
療
に
向
け
た
判
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
血
管
治
療
に
つ

い
て
は
、
慢
性
閉
塞
病
変
な
ど
の

複
雑
病
変
や
、
多
く
の
合
併
症
を

持
つ
難
治
性
症
例
に
対
す
る
治
療

に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
不
整
脈

に
つ
い
て
は
心
室
頻
拍
や
先
天
性

心
疾
患
に
合
併
し
た
不
整
脈
な
ど

の
複
雑
症
例
に
対
す
る
治
療
、
さ

ら
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
リ
ー
ド
の

レ
ー
ザ
ー
抜
去
術
や
皮
下ICD

植
え
込
み
な
ど
新
し
い
デ
バ
イ
ス

の
積
極
的
な
導
入
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。SHD
チ
ー
ム
は
心

臓
血
管
外
科
と
共
に
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
と
し
て
経
皮
的
大
動
脈
弁
置
換

術
（TAVR

）
に
取
り
組
む
と
共

に
、
僧
帽
弁
治
療
の
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
成
人
先
天
性
心
疾
患

は
今
後
重
要
性
が
増
す
領
域
で
あ

り
、
当
院
で
も
積
極
的
な
受
け
入

れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
臨
床
活
動
に

お
い
て
生
じ
たClinical Question

を
解
明
す
る
た
め
に
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
発
信
型
の
循
環
型
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
病
気
を
詳
細
に

観
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

患
者
診
療
情
報
、心
筋
病
理
組
織
・

血
清
な
ど
に
よ
る
オ
ミ
ッ
ク
ス
解

析
デ
ー
タ
を
統
合
的
に
収
集
管
理

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

Human Sample Center

を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
たOCVC

と
の
多
施
設
共
同
研
究
に
よ
る

疾
患
情
報
に
よ
り
、
詳
細
な

phenotyping

を
行
っ
て
お
り
ま

す
。こ
のphenotyping

情
報
を
、

エ
キ
ソ
ー
ム
解
析
を
中
心
と
し
た

genotyping

や
心
不
全
、
動
脈

硬
化
な
ど
循
環
器
疾
患
の
分
子
機

構
や
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
な
ど
の
細

胞
内
現
象
に
関
す
る
研
究
と
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
病
態
を
深
く
知
り
、
ゲ

ノ
ム
編
集
、
再
生
医
療
も
用
い
た

真
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
の
確

立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
工
連
携
を
重
視
し
、
新
し

い
医
療
機
器
開
発
に
も
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
重
症
心
不
全
・
移

植
専
攻
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大

阪
大
学
の
正
規
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
２
０
１
５
年
春
よ
り
開
講
し

ま
し
た
。
全
国
各
地
の
大
学
や
病

院
の
医
師
が
大
阪
の
地
に
学
び
に

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

学
友
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
循
環
器
内
科

へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
は
、
神
経
科
・
精
神
科
の

池
田
学
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

た
。

坂
田
泰
史
（
平
5
）

第246号.indd   6 16.12.14   4:10:59 PM


